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介護保険サービス費も医療費控除の対象となります・３
湯沢町臨時職員登録者募集・・・・・・・・・４
町税等徴収嘱託員を募集します・・・・・・・５
健康ほっと情報・・・・・・・・・・・・・６～７
町の奨学金貸与と就学援助・・・・・・・・・８
リサイクルセンター魚野からのお知らせ・・・９
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・１０～１２
２月の暦・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
２月の救急診療当番・・・・・・・・・・・・１４

平成１７年１月３０日 第１３９６号 発行 : 湯沢町役場総務課
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わたしたちのねがい

美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章

広報
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１２月２９日～１月３日入込数（人）

スキー場
増減（％）前年

１４.５△２２８，０００１９５，０００苗場

２０.３△１，１８０９４０三国

２５.５△９，８００７，３００かぐら・田代

４.４△２９，３００２８，０００かぐら・みつまた

１５.５△１４，６２０１２，３５０パインリッジリゾート神立

２０.５△６１，６００４９，０００岩原

３０.２△１０，６００７，４００湯沢パーク

３４.２△２７，５００１８，１００湯沢中里

３４.８△７，０７０４，６１０中里スノーウッド

０.０４６０４６０土樽

１９.０１，３７０１，６３０ルーデンス湯沢

２６.９△９，７７０７，１４０湯沢高原

３６.０△５，３１０３，４００布場ゲレンデ

１７.２△３，６００２，９８０布場ファミリー

１７.８△４，３３０３，５６０一本杉

１７.７△５，４１０４，４５０加山キャプテンコースト

３０.０△２２，４１０１５，６９０ガーラ湯沢

３４.２△１５，８５０１０，４３０ＮＡＳＰＡ

１８.７△４５８，１８０３７２，４４０合計

産業観光課調べ

年末年始スキー場利用者調べ

こ
の
年
末
年
始
は
、す
べ
て
の
ス
キ
ー
場
で
滑
走
可

能
で
し
た
が
前
年
を
下
回
り
、　

万
２
４
４
０
人
（
前

３７

年
比
△　
．
７
％
）
で
し
た
。

１８

そ
の
要
因
と
し
て
は
、強
風
に
よ
り
一
部
ス
キ
ー
場

で
全
面
運
休
も
し
く
は
一
部
運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
、関
東
方
面
で
の
降
雪
に
よ
り
関
越
自
動
車
道

が
通
行
止
め
と
な
っ
た
こ
と
、中
越
大
震
災
の
影
響
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

方
面
別
で
は
県
内
か
ら
は
、
約
２
万
８
千
人
、
県
外

か
ら
が
約　

万
５
千
人
で
、関
東
方
面
か
ら
が
全
体
の

３４

　

％
を
占
め
ま
し
た
。

８５
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
は
、約　

万
３
千
人
と　

％
減
少

１５

１３

し
ま
し
た
。



所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得

所　

得　

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

●
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

　

事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
及
び
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
は
、
確

定
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
で
も
給
与
の
年
収
が
２，

０
０

０
万
円
を
超
え
る
と
き
や
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が　

万
円
を
超
え
る
と

２０

き
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

●
納
税
は
期
限
内
に

平
成　

年
分
の
確
定
申
告
に
よ

１６

る
所
得
税
の
納
期
限
は
３
月　

日
１５

（
火
）で
す
。便
利
な
振
替
納
税
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署

　

℡
０
２
５
８
・　

・
２
０
９
３

８３

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

住　

民　

税

●
申
告
が
必
要
な
方

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
湯

１７

沢
町
に
住
ん
で
い
た
人
は
住
民
税

（
町
・
県
民
税
）の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、次
の
方

は
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
平
成　

年
分
の
確
定

１６

申
告
書
を
提
出
し
た
人

②
平
成　

年
中
の
所
得
が
給
与
の

１６

み
で
年
末
調
整
済
み
の
人

※
平
成　

年
途
中
で
就
職
・
退
職

１６

し
た
人
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て

い
な
い
人
、雑
損
控
除
、医
療
費

控
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
申
告
が
必
要
で
す
。

●
申
告
相
談
の
日
程

２
月
６
日（
日
）に
新
聞
折
込
予

定
の
「
住
民
税
の
申
告
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
及
び
預
金
通
帳
等
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

②
給
与
及
び
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
源
泉
徴
収
票

③
事
業
を
し
て
い
る
方
は
収
支
明

細
書
及
び
そ
の
資
料

収
支
の
内
容
が
わ
か
る
の
は
、

本
人
だ
け
で
す
。必
ず
、ご
自
分

で
書
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
不
動
産
や
配
当
所
得
、
そ
の
他

の
収
入
の
あ
る
方
は
、
そ
の
資

料
⑤
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
そ
の
領
収
書
や
証
明
書

ご
自
分
の
相
談
日
以
外
の
日
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
等
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
住
民
税
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
２ 

(2）広報ゆざわ　H１７．１．３０

２
月　

日
（
水
）
か
ら
３
月　

日
（
火
）
ま
で

１６

１５

申告書の作成は便利なホームページで
国税庁のホームページではパソコンで確定申告書が作
成できる「所得税の確定申告書作成コーナー」を提供して
います。
同コーナーでは、入力画面のガイダンスに従って必要項

目を入力し、カラープリンタで印刷することにより申告書
が簡単に作成できます。
作成した申告書は、添付書類とともに、そのまま郵送な
どで税務署に提出することができますので、ぜひご利用く
ださい。

国税庁ホームページのアドレス http://www.nta.go.jp

詳しくは、小千谷税務署へお尋ねください。

確

定

申

告
の
お
知
ら
せ



(3)

障害者控除対象者の認定について
所得税法や地方税法では、６５歳以上の高齢者については、身体障害者手帳の交付など
を受けていない方でも、身体障害者又は知的障害者に準ずる方として、市町村長の認定
を受けた場合、障害者控除の対象となります。
介護保険の要介護認定を受けている方で、障害者または特別障害者（寝たきり老人を
含む）に該当すると認められる場合は、申請により「障害者控除対象者認定書」を発行
します。該当すると思われる方で、税金の確定申告などのため障害者控除の認定書が必
要な方は申請してください。
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介護保険サービス費も介護保険サービス費も
医療費控除の対象となります医療費控除の対象となります

医療費控除額
（２００万円限度）

＝

「１０万円」又は「１６年中
の総所得金額等の合計額
の５％相当額」の内いず
れか少ない金額

－保険金などで補
てんされた金額－

１６年中に支払った
医療費（対象とな
る介護サービス費
を含む）

介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ
た
方

◆
越
南
苑
な
ど
の
介
護
老
人
保
健
施
設
又

は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所

さ
れ
た
方
は
、
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る

介
護
費
及
び
食
費
の
自
己
負
担
額
の
全

額
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
ゆ
の
さ
と
園
な
ど
の
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
に
入

所
さ
れ
た
方
は
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象

と
な
る
平
成　

年
の
介
護
費
及
び
食
費

１６

の
自
己
負
担
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方

○ア
 

対
象
と
な
る
も
の

次
の
医
療
系
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
保
険

の
給
付
対
象
と
な
る
費
用
の
利
用
者
負
担

額
の
全
額
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
訪
問
看
護

○
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

○
居
宅
療
養
管
理
指
導

○
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
の
デ
イ
ケ

ア
）

○
短
期
入
所
療
養
介
護

（
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

○イ
 

条
件
付
き
で
対
象
と
な
る
も
の

次
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
（
支
援
）

認
定
を
受
け
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ

い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
前
記
○ア
 

の
い
ず

れ
か
の
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
利
用
し
た
場

合
に
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る
費
用

の
利
用
者
負
担
額
の
全
額
が
、
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

○
訪
問
入
浴
介
護

○
通
所
介
護 
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

○
短
期
入
所
生
活
介
護 
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
医
療
費
控
除
の
確

定
申
告
を
行
う
際
は
、

①
医
療
費
控
除
の
内
訳
書
（
医
療
な
ど
を
受

け
た
人
ご
と
に
医
療
費
を
整
理
）

②
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
領
収
書

③
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付
を
受
け

た
方
は
そ
の
決
定
通
知
書

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
に
は
、
医
師
の

発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と
「
お
む

つ
代
の
領
収
書
」が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、お

む
つ
代
に
つ
い
て
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
２
年
目
以
降
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
に
お
け
る
「
主
治
医
の
意
見
書
」
に
「
寝

た
き
り
状
態
で
あ
り
、
尿
失
禁
の
発
生
可
能

性
あ
り
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、「
町
が

主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
確
認

し
た
書
類
」
を
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介護保険のサービス費の自己負担額についても、一般の医療費と同様に確定申告によって医療費控除を
受けることができます。
医療費控除の対象となる金額は、申告者自身又は申告者と生計を一にする配偶者やその他親族のために
支払った控除対象となる医療費及び介護サービス費などの総額です。医療費控除額は、次の計算式によって
計算します。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係

℡
７
８
４
・
４
５
６
０



(4）広報ゆざわ　H１７．１．３０

その他賃金月額勤務場所登録資格募集職種

【福利厚生】
厚生年金保険、健康保
険、雇用保険及び労災
保険については、法令
の定めるところによ
り加入します。

【雇用期間】
５ヶ月以内。ただし、必
要に応じて、１ヶ月離
職した後５ヶ月以内
の範囲で延長する場
合もあります。（１日の
勤務時間が少ない学
童保育、特殊学級介助
員については取り扱
いが異なります。）

１４０，７００円
（通勤費支給、
期末手当なし）

役場または
町施設　　

高卒以上の学歴を有
し、平成１７年４月２日
時点で年齢１８歳以上
４９歳以下

事務補助

１５１，５００円～
（通勤費支給、
期末手当なし）

町立保育園

保育士資格または幼
稚園教諭免許を有し、
平成１７年４月２日時点
で年齢４９歳以下

保育士

１４５，５００円～
（通勤費支給、
期末手当なし）

町立保育園等

栄養士の資格または
調理師免許を有し、平
成１７年４月２日時点で
年齢１８歳以上５９歳以
下

給食調理員

１５７，５００円～
（通勤費支給、
期末手当なし）

保健センター
（総合福祉セン
ター内）

保健師、助産師、（准）
看護師いずれかの免
許（ケアマネージャー
はケアマネージャー
の資格）を有し、平成
１７年４月２日時点で年
齢４９歳以下

保健業務補助及び
ケアマネージャー

※保健業務補助の職
種は、検診・相談・
訪問等の補助

１５７，５００円～
（通勤費支給、
期末手当なし）
※４時間勤務の場
合７８，８００円～

湯沢児童クラブ
（楽町会館内）

保育士資格又は教員
資格等を有し、平成１７
年４月２日時点で年齢
５９歳以下

学童保育
（放課後児童指導員）

※平日４時間勤務
　通常は午後

１７１，４００円～
（通勤費支給、
期末手当なし）

町内小中学校

教員資格等（介助員に
ついては保育士資格
でも可）を有し、平成
１７年４月２日時点で年
齢５９歳以下

特殊学級介助員
及び補助教員　

【応募方法】
市販の履歴書に所要事項を記入し、登録に必要な資格証、免許証の写しを添付のうえ、役場総務課に提
出してください。
【募集期間】
４月からの採用を希望される方は、２月２８日（月）までにお申し込みください。それ以外の方は随時受
け付けます。
※登録者が多数あった場合等、登録いただいても採用できないことがありますので、あらかじめご了承
ください。

【問い合わせ】 総務課人事給与係　℡７８４－３４５１

平成１７年度 湯沢町臨時職員登録者募集
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国土調査（地籍調査）閲覧のお知らせ
平成１５年度に国土調査（地籍調査）を実施した大字土樽中里地区の一部及び古野地区の一部の一筆地調査

に基づいた地籍簿（案）及び地籍図（案）が作成されましたので、下記日程により閲覧を行います。閲覧は、
境界立会い等に基づいて作成された地図及び簿冊をご確認いただく作業で、土地の境界等を確定するうえで
最も大切な行為です。
国土調査法第１７条第２項では、『閲覧に供された地図及び簿冊に測量若しくは調査上の誤り又は政令で定

める限度以上の誤差があると認める者は、閲覧の期間内に、当該調査を行った者に対して、その旨を申し出る
ことができる。』としており、基本的には、閲覧期間を過ぎますと訂正等の申出はできません。
関係者の皆さんは、印鑑（認印可）を持参のうえ、必ず閲覧確認くださいますようお願いします。

時間期日会場

午前９時３０分～午後４時３０分
２月８日（火）～１６日（水）
（ただし、土曜日・日曜日・祝日
は除く。）

農山村開発総合センター

午前９時～午後５時

２月１７日（木）～２８日（月）
（土曜日・日曜日は除く。ただし、
２６日（土）及び２７日（日）は閲覧
を行います。）

湯沢町役場西館１階　管財課

【問い合わせ】　管財課国土調査係　℡７８４－２６１１

【
募
集
人
員
】

２
人

【
応
募
資
格
】

湯
沢
町
に
居
住
し
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

１７

６０

歳
以
下
で
心
身
と
も
に
健
康
で
町
税
等
の
徴
収
業

務
に
意
欲
が
あ
り
、
誠
実
に
勤
務
で
き
る
方

【
雇
用
期
間
】

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

１７

１８

３１

（
原
則
１
年
と
し
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
雇

用
期
間
の
更
新
が
で
き
ま
す
。）

【
勤
務
内
容
】

①
町
税
、
上
下
水
道
料
・
介
護
保
険
料
等
の
集
金
業

務
（
臨
戸
徴
収
）

②
未
納
者
に
対
す
る
納
付
勧
奨
（
臨
戸
・
文
書
・
電

話
等
）

③
口
座
振
替
の
加
入
推
奨

④
督
促
状
、
催
告
書
等
の
発
送

⑤
町
の
町
税
吏
員
等
が
行
う
滞
納
整
理
、
滞
納
処
分

へ
の
同
行

⑥
住
所
（
居
住
地
）
調
査

【
勤
務
条
件
】

湯
沢
町
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

①
勤
務
日
数

月　

日
１６

②
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

③
賃
金

基
本
給
…
１
６
０，
０
０
０
円

歩
合
給
…
徴
収
額
の
２
％
を
支
給

④
有
給
休
暇

年　

日
１０

⑤
旅
費

職
務
遂
行
に
伴
い
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

は
実
費
を
支
給

⑥
社
会
保
険

政
府
管
掌
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
に

加
入

⑦
勤
務
先

湯
沢
町
役
場

⑧
そ
の
他

業
務
に
必
要
な
事
務
用
品
は
貸
与
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

・
第
１
次
選
考

履
歴
書
等
に
よ
る
書
類
選
考

・
第
２
次
選
考

面
接
（
第
１
次
合
格
者
に
別
途
連
絡
し
て
実
施
）

＊
第
１
次
、第
２
次
選
考
と
も
３
月
上
旬
に
実
施
し
、

合
否
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
申
込
者
個
々
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

市
販
の
履
歴
書
１
通
（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項

を
記
載
す
る
ほ
か
、欄
外
に「
徴
収
嘱
託
員
申
込
用
」

と
朱
書
き
し
て
湯
沢
町
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
返
還
い

た
し
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
】

平
成　

年
２
月　

日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

１７

２８

【
問
い
合
わ
せ
】

収
納
課

℡
７
８
４
・
３
０
５
６

町
税
等
徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す
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健康ほっと情健康ほっと情報報
保健センター
　℡７８４－３１４９
在宅介護支援センター
　℡７８４－３０００

第９号第９号

○どの程度飲むとどのくらい酔うのか自分の状態を知る。
○１日に飲む量を前もって決めておく。
○自宅にアルコールを常備せずそのつど飲む分だけ買う。

�

おいしいから飲むという方は
お酒がおいしい、飲むのが楽しいのが飲酒

の一番の理由ですよね。度を越さない、適度
な飲み方を心がけましょう。

○飲酒以外のストレス解消法を見つける。
○お酒を飲む時間をつくらないように何か別のことをす
る。

�

ストレス解消のために飲むという方は
お酒を飲むと嫌なことも忘れ、気分がよく
なりますね。でも、飲酒でストレス解消する
ことは健康上良いことではありません。

○お酒を注がれないようにグラスを空にしない。
○飲み仲間に自分の状況を伝え理解を得る。
○車の運転があるなど、誘いを断る口実をつくる。
○家族・友人などの協力を得て、減酒・禁酒環境をつくる。

�

お付き合いで飲むという方は
仕事上の付き合いなどで飲まなくてはな
らないことも多いですよね。そんなときは、
上手に誘いをかわす方法を見つけましょう。

○かかりつけの医者に相談する。
○健診などを受けて自分の健康状態を知る。（アルコール
を分解する肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、かなり症状
が悪化するまで自覚症状が出にくい特徴がある。）

�

飲まないと落ち着かないという方は
飲まずには食事ができない、飲まないとイ
ライラするなどはアルコール依存症の傾向
があります。適切な対応が必要です。

○眠くなったら布団に入る。
○寝つきの悪さを気にしない。
○朝は決まった時間に起きる。
○布団に入る前にリラックス。（音楽やハーブはどうで
しょう。）
○どうしても寝付けないときは受診する。

�

眠るために飲むという方は
アルコールには鎮静作用があるため、寝つ
きはよくなりますが、夜中に目が覚めて眠れ
なくなります。また、毎日寝酒を続けている
と少量のアルコールでは眠れなくなり、酒量
が増え健康上悪影響があります。

今
回
の
テ
ー
マ

「
や
っ
ぱ
り
お
酒
が
や
め
ら
れ
な

い
あ
な
た
へ
」

お
酒
が
心
身
に
害
を
及
ぼ
す
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
飲
み
た
い
、
付
き
合
い

も
あ
る
…
と
い
う
状
況
っ
て
あ
り

ま
す
よ
ね
。
さ
あ
！
そ
ん
な
場
合

は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と

考
え
方
を
変
え
た
り
、
飲
み
方
を

工
夫
し
上
手
に
お
酒
と
付
き
合
っ

て
「
酒
飲
み
上
手
は
生
き
上
手
」
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

ピンピンコロリを目指し丈夫な筋肉骨づくり 温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか ??????????????????????????????????????????????????????????????
今回の温水健康体操教室の参加者の声は、｢ゆっくりクラス｣です｡
このクラスは､６０～８０歳代の方が参加していて、膝・腰に痛みがある方や初めて水中運動をする方なども、看
護師、アシスタント（介助員）がついているので安心して参加できます｡身体だけでなく､精神的にも効果があるよ
うです｡
興味ある方は､在宅介護支援センターへご連絡ください｡

～参加者の声～
○コレステロールが下がり薬を飲まなくてもよくなった｡
○体重が減った｡
○プールの後は足の痛みもなく身体も軽い。
○膝の痛みが､けんこつ体操とプールのおかげで楽に座れるようになり痛みもなくなった｡
○プールは肉体的にと言うより精神的に助けられることのほうが大きいように思える｡笑い声を上げ陸上では出来ない
動作をスイスイと軽くこなす楽しさはなんともいえない｡また､つまずいた時は踏みとどまる力がついた｡
○こんな楽しいばっかりでいいのかと思うほど楽しんでいます｡
○以前は不安ばかりの毎日だったが､体操しているうちに後遺症も良い方向へ向かっている｡今は歩く事が楽しくなり天
気の良い日は出かけている｡皆さんプール体操は本当にいいですよ !



(7)

湯
沢
町
の
近
年
の
死
因
順
位
を
み
る
と
、
が
ん
・
心
疾
患
・
脳
卒

中
等
で
亡
く
な
る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
上
位
３
位
を
占
め
て
い

ま
す
。

が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
）、
脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
食
事
・
運
動
・
休
養
な
ど
の
日
常
生
活
習
慣
と
、
と

て
も
因
果
関
係
が
強
く
、そ
れ
ら
の
改
善
は
、病
気
の
予
防
に
つ
な
が

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
き
生
き
と
充
実
し
た
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
「
病
気
に
か

か
り
に
く
く
す
る　

か
条
」
及
び
「
世
代
別
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
お
伝
え

１０

し
ま
す
。

２
月
１
日
か
ら
７
日
は　

生
活
習
慣
病
予
防
週
間
で
す

病気にかかりにくくする生活習慣１０か条
～湯沢町ファミリー健康プラン抜粋～

①バランスの取れた食事を心がけよう。
（一食に主食と主菜１つに副菜２つをそろえよう。）
②腹八分目で食べよう。
（銘々皿で食べた量を確認できるように。）
③野菜・海草・きのこはたっぷり食べましょう。
（一食に生の状態で軽く両手に１杯）
④脂肪の取り過ぎに注意しましょう。
（炒め物は１日１～２品、揚げ物は週１回）
⑤健康のためのアルコールの適量を守って飲もう。
（日本酒なら１日１合。週１回は休肝日を持とう。）
⑥たばこの煙を吸わないようにしよう。
⑦間食は 1日 1回温泉まんじゅうサイズまでにしよう。
（なくても良いものです。）
⑧意識してからだを動かす生活をしよう。
⑨睡眠を十分に取ろう。
⑩自分にあったストレス解消の方法を見つけ、上手に発散
させよう。

子どものみなさんへ・・・
丈夫な心とからだをつくるための土台づ
くりをする時期です。早寝早起き、朝・昼・
夕としっかり食事をとる、からだを思いっ
きり動かして遊ぶ、これがとても大切です。

青年・壮年期のみなさんへ・・・
家庭や仕事、地域の中でいろいろな役割
や責任を持ちつつ、子育て中の方は、“子ど
もの丈夫なこころとからだをつくるための
生活習慣”を築く大切な役目も担っていま
す。
自分自身の心やからだのことを考える時
間はありますか。
 

高齢期のみなさんへ・・・
今まで、生活や家族・社会のために忙しく
活躍してきた時代を経て、時間・気持ち・
生活にゆとりをもって、充実した生活を過
ごせる時代です。反面、加齢に伴う変化で、
健康や生活に不安が生じる世代でもありま
す。趣味を生かし、気軽に行き来できる人や
場所を持つことがとても大切です。

既
存
の
湯
沢
町
制
度
資
金
を

利
用
し
て
い
る
事
業
者
の
方
へ

新
潟
県
中
越
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
売
上
が
減
少
す
る
な
ど

経
済
的
な
打
撃
を
受
け
、
町
制
度

資
金
の
返
済
が
困
難
な
方
を
対

象
に
、
１
年
以
内
の
償
還
猶
予
措

置
を
設
け
ま
し
た
。
猶
予
を
受
け

る
に
は
取
扱
金
融
機
関
の
承
認

が
必
要
で
す
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

第
四
銀
行
湯
沢
支
店

　

℡
７
８
５
・
５
５
１
１

新
潟
県
信
用
組
合
湯
沢
支
店

　

℡
７
８
４
・
３
４
１
７

し
お
ざ
わ
農
業
協
同
組
合

湯
沢
支
所

　

℡
７
８
５
・
５
３
１
１

北
越
銀
行
六
日
町
支
店

　

℡
７
７
２
・
３
１
２
２

【
申
込
】

取
扱
金
融
機
関
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】

平
成　

年
３
月　

日
（
木
）

１７

３１

【
問
い
合
わ
せ
】

取
扱
金
融
機
関

湯
沢
町
産
業
観
光
課

℡
７
８
４
・
４
８
５
０
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世代別のポイント



奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸
与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

奨
学
金
貸
与
制
度

修
学
の
意
欲
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
者
に
対
し
、
町
の
予

算
の
範
囲
内
で
奨
学
金
を
貸
与
す

る
制
度
で
す
。

【
奨
学
生
の
資
格
】

①
湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
者
の

子
弟
で
あ
る
こ
と
。

②
高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、大

学
、大
学
院
、専
修
学
校
又
は
各

種
学
校
等
に
在
学
し
、
他
の
公

的
奨
学
金
の
給
与
又
は
貸
与
を

受
け
て
い
な
い
者
。

③
心
身
と
も
に
健
全
で
修
学
に
意

欲
の
あ
る
者
。

④
世
帯
の
前
年
の
所
得
税
の
合
計

額
が　

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

５０

【
貸
与
額
】

�
高
等
学
校
又
は
専
修
学
校
の
高

等
課
程
等

…
月
額
２
０，
０
０
０
円
以
内

�
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校
の
専
門
課
程
等

…
月
額
５
０，
０
０
０
円
以
内

【
貸
与
期
間
】

貸
与
決
定
の
月
か
ら
在
学
す
る

学
校
の
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま

で
。

【
貸
与
利
息
】

貸
与
利
息
は
無
利
子
で
す
。

【
返
還
期
間
・
方
法
】

貸
与
を
終
了
し
た
翌
年
度
か
ら

貸
与
を
受
け
た
年
度
数
の
２．
５

倍
の
年
数
で
、
半
年
賦
で
の
返
還

（
半
年
毎
の
支
払
い
）
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

申
請
書
、
そ
の
他
必
要
書
類

（
申
請
書
は
学
校
教
育
課
に
あ
り

ま
す
。）

【
申
請
受
付
期
間
】

３
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
木
）

１４

３１

※
平
成　

年
度
の
新
規
申
請
者
は
、

１７

こ
の
期
間
内
で
取
り
ま
と
め
ま

す
が
、
予
算
の
範
囲
内
で
年
度

途
中
で
も
随
時
受
付
し
ま
す
。

就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

就
学
援
助
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

経
済
的
理
由
等
に
よ
り
、
就
学

困
難
な
児
童
生
徒
が
、
義
務
教
育

を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
等
の

一
部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
教
育

委
員
会
が
そ
の
内
容
を
審
査
し
て

認
定
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
認
定
は
単
年
度
ご
と
で
す

の
で
、
現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
方

で
も
申
請
が
必
要
で
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
に
あ
り
ま
す
。）

②
添
付
書
類

�
町
民
税
の
課
税
証
明
書
、
確
定

申
告
書
の
写
し
、
源
泉
徴
収
票

な
ど
所
得
を
確
認
で
き
る
も
の

�
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
に
は
、
最
新
の
児
童
扶
養

手
当
の
証
書
又
は
認
定
通
知
書

の
写
し

�
世
帯
更
生
資
金
（
生
活
福
祉
資

金
）
の
貸
付
を
受
け
て
い
る
場

合
に
は
、
世
帯
更
生
資
金
の
貸

付
決
定
書
の
写
し

�
町
民
税
、事
業
税
、固
定
資
産
税
、

国
民
年
金
掛
金
、
国
民
健
康
保

険
料（
税
）の
減
免
及
び
免
除
を

受
け
た
場
合
は
そ
の
決
定
通
知

書
の
写
し

【
申
請
受
付
期
間
】

３
月　

日
（
月
）
〜　

日
（
木
）

１４

３１

◇◆
 

詳
し
く
は
、学
校
教
育
課（
℡
７

８
４
・
２
２
１
１
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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ご
利
用
く
だ
さ
い

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
町
の
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸
与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与与

奨
学
金
貸
与
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
学
援
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助

　平成１６年中の交通事故発生状況について　
県内の交通事故の状況は、発生件数・負傷者については前年を下回ったものの、死者数に
ついては 227 人（＋ 33 人）と激増し、増加数では全国で最悪の状況でした。特徴としては、
高齢者死者が 117 人と全体の半数を超えたことや、16 時から 20 時までの間に 82 人（＋ 33
人）と激増したこと、自動車乗車中の死者のうち、シートベルトを着用していなかった者が
65％を占めていたこと、事故時の走行速度が 15 年と比べて高くなったことなどが挙げられ
ます。
湯沢町の状況は、発生件数 47 件（－ 12）、死者

数 0人（－ 2）、負傷者数 76 人（－ 11）と 15 年と
比べると減少していますが、高齢者事故が 17 件

（＋ 9）と激増しています。また、飲酒事故については 0件（－ 2）と、
検挙数とも減少しています。引き続き、「交通死亡事故 0」と「飲酒運
転の撲滅」の実行をお願いします。
また、本格的な冬の到来により、道路は消雪パイプの散水により水
溜りやシャーベット状の雪が残り、歩行者にとってはつらい時期と
なりました。自動車を運転する方は、歩行者を発見した場合、速やか
に減速をし、水や雪で歩行者に迷惑の掛かることのないように十分
注意をお願いします。
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■湯沢町の交通事故発生状況■

増減H１５H１６

－ １２件５９件４７件発 生 件 数

－ ２人２人　０人死 亡 者 数

－１１人８７人７６人負 傷 者 数

（１月１日～１２月３１日）



(9)

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
不
燃
ご
み
の
受
入
が
変
わ
り
ま
す

１７

◎
受
入
を
し
な
く
な
る
も
の

＊
パ
ソ
コ
ン

＊
家
電
４
品
日

（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
）

◎
新
た
に
処
理
料
金
が
か
か
る
こ
と
と
な
る
も
の

（
直
接
搬
入
と
な
り
ま
す
。）

・
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー

１
枚
に
つ
き
２，
０
０
０
円

・
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

１
台
に
つ
き
２，
５
０
０
円

◎
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
処
理
で
き
な
い
も
の

自
動
車
及
び
そ
の
部
品
、
農
機
具
、
消
火
器
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、ピ
ア
ノ
、１
２
５
㏄
以
上
の
二
輪
車
、廃
油
灯
油
の
入
っ
た

缶
類
、
農
薬
そ
の
他
薬
品
の
入
っ
た
び
ん
・
缶
、
石
膏
・
土
石
類
、
エ

ン
ジ
ン
・
モ
ー
タ
ー
類
、
そ
の
他
頑
強
な
も
の
な
ど
で
す
。
専
門
の

業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
魚
野

℡
７
８
２
・
４
０
４
８

家電４品目は家電リサイクル券システムで排出することとなります。リサイクルセンター・魚野では今ま
で中間処理を行ってきましたが、処理基準が難し＜なり、処理できな＜なりました。郵便局に備え付けのリサ
イクル券システムによる指定引取場所への搬入若し＜は収集運搬業者への搬入又は電気店等を通して排出
することとなります。

家電リサイクル券システム「料金郵便局振込方式」手続きのご案内
廃棄物の品目とリサイクル料金（税込）の確認
対象になる廃棄物はエアコン、テレビ（ブラウン管式）、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機です。
品目とメーカー（製造業者等）名でリサイクル料金（税込）が異なります。
正しいメーカー（製造業者等）名で手続をしてください。

事前の確認

払込書・家電リサイクル券の記入
郵便局に備え付けられている家電リサイクル券（「料金郵便局振込方式」）を使用し、廃棄物の製
造業者等名コード、品目コード、リサイクル料金（税込）、住所、氏名又は名称、電話番号等を各欄
に記入します。
記入は廃棄物１台につき家電リサイクル券１枚（１品１葉）です

郵便局での
手続き

リサイクル料金（税込）の振込
ミシン目から切り取った郵便局払込書にリサイクル料金（税込）と振込手数料の合計金額を付
して郵便局窓口に提出します。
この振込みはATM（機械）を使用せず、必ず窓口で行ってください。

※振込手数料は振込金額１万円までの場合７０円、１万円超～１０万円までの場合１２０円です。

郵便局振替払込受付証明書の貼付
受付処理後、受付局日附印が押印された郵便振替払込受付証明書をミシン目から切り取り、お
手元の家電リサイクル券⑤現品貼付用片の所定位置に貼付します。
内容を確認し、家電リサイクル券をお持ち帰りください。払込金受領証は振込の領収書ですの
で大切に保管してください。

小売業者に依頼
消費者は当該廃棄物を購入した小売業者、又は買換え購入する小売業者に廃棄物（同種のもの
に限る。）の引取りを依頼することができます。郵便局での手続きを済ませた家電リサイクル券を
持っていることを告げて引取りを依頼します。引渡しには、各小売業者が公表している収集・運
搬料金を支払います。
※冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機の中の異物等は取り除いて引渡してください。

廃棄物の引
渡し手続き

パ
ソ
コ
ン
が
不
要
に
な
っ
た
ら

○
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
は
、
処
理
料

金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
等
に
回
収
を
申
し
込
み
ま
す
。

○
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
付
い
て
い
な
い
パ
ソ
コ
ン
は
、
処
理

料
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
郵
便
局
の
窓
口
で
処
理
料
金
・
振
込

料
を
納
め
、
郵
便
局
で
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
魚
野
か
ら
の
お
知
ら
せ



(10）広報ゆざわ　H１７．１．３０

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に
役立ついろいろな情報をテレホンサービスでお知ら
せしています。

「確定申告で戻る税金」～２月２日
「花粉症の予防と対策」２月３日～２月１７日
「白内障と緑内障」  ２月１８日～３月３日

テ レ ホ ン サ ー ビ ス
�０２５‐２８１‐５５５０（２４時間年中無休）

高齢者とその家族のよろず相談
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方々が抱える悩みごとや、心配
ごとの相談を無料でお受けしています。

相談電話　０２５‐２８５‐４１６５
（新潟市上所２-２-２　新潟ユニゾンプラザ３階）

２月相談時間相談の種類
毎週月曜日から金曜日
９：００～１７：００

（土日祝日・年末年始は除く）
よろず相談

専門相談（予約が必要です）
７日，１４日，２１日
２４日，２８日

１３：３０～１６：００法　律

２日１３：３０～１５：３０医　療
１６日１４：００～１６：００痴　呆
１日１３：３０～１５：３０公的年金・保険
１０日１０：００～１２：００税　金
１８日１０：００～１６：００健康・介護

■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■

司
法
書
士
に
よ
る

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
登
記
の
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

相
続
登
記
の
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
の
１

ケ
月
間
を『
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
』

と
定
め
、
相
続
登
記
に
つ
い
て
の
県
内
一
斉
無

料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、国
民
全
体
の
権
利
意
識
の
高
揚
、核

家
族
化
や
住
宅
事
情
あ
る
い
は
老
後
の
扶
養
問

題
や
親
族
間
の
感
情
の
も
つ
れ
等
々
に
よ
り
、

遺
産
の
相
続
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
や
障
害
が
生

じ
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
相
続
が
生
じ
た

後
、す
ば
や
く
対
応
す
る
と
共
に
、遺
言
や
成
年

後
見
手
続
等
の
事
前
の
手
当
も
重
要
な
時
代
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
相
続
税
の
申
告
や
市
町
村
役
場
等
へ

の
諸
届
け
が
済
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

れ
で
相
続
登
記
が
完
了
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書
士
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
や
諸
手
続
に
つ
い
て
、
期
間
中
は

無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

そ
の
他「
あ
な
た
の
身
近
な
法
律
家
」で
あ
る

司
法
書
士
が
、諸
問
題
に
つ
い
て
、毎
週
水
曜
日

の
午
後
、
無
料
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い（
混
み
合
う
た
め
、事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
）。

な
お
、
不
明
の
点
は
新
潟
県
司
法
書
士
会
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
司
法
書
士
無
料
相
談
」

℡
０
２
５
・
２
２
８
・
１
５
８
９
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1
日

2
日

3
日

6
日

7
日

8
日

9
日

　

日
10
　

日
12
　

日
13
　

日
14
　

日
15

　

日
16

　

日
17

　

日
18
　

日
20

　

日
22

　

日
24
　

日
27

　

日
28

課
長
会
議
／
湯
沢
町
経
済
復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
潟
県
町
村
長
研
修
会
、
全
国
町
村
長
大
会

新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
会
／
町
政
懇
談
会

橋
梁
用
地
交
渉
／
市
町
村
共
済
組
合
業
務
委
員
会

議
会

議
会

冬
期
国
体
打
ち
合
わ
せ
／
冬
期
国
体
財
政
措
置
要
望

議
会

高
野　

詳
氏
の
叙
勲
を
祝
う
会

議
会
／
指
定
管
理
者
制
度
会
議

都
市
施
設
公
社
会
議
／
日
本
温
泉
協
会
第
２
回
理
事
会

湯
沢
町
経
済
復
興
対
策
委
員
会
／
国
際
交
流
事
業
打
ち
合
わ

せ
／
国
立
国
会
図
書
館
立
法
考
査
局
調
査
員
来
庁
／
財
政
健

全
化
対
策
会
議
／
大
手
旅
行
代
理
店
販
売
・
上
越
ス
キ
ー
現

地
研
修
会

N
H
K
新
潟
支
局
要
望
／
新
潟
県
森
林
組
合
広
域
合
併
推
進

協
議
会
／
紅
葉
祭

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
打
ち
合
わ
せ
会
議
／
新
潟
県
町
村
会
理
事
会

／
新
潟
県
町
村
長
、
知
事
懇
談
会

広
域
連
合
ゴ
ミ
処
理
施
設
付
属
施
設
竣
工
式

埼
玉
県
知
事
表
敬
訪
問
／
ガ
ー
ラ
株
主
総
会
／
北
陸
整
備
局

河
川
部
長
来
庁

東
京
電
力
信
濃
川
電
力
所
長
来
庁
／
魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組

合
議
会
／
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
打
ち
合
わ
せ
会
議

法
令
外
負
担
規
制
小
委
員
会

広
域
連
合
長
会
議
／
南
魚
沼
地
域
連
絡
協
議
会
／
下
水
道
債

打
合
せ

新
幹
線
再
開
歓
迎
／
新
年
度
予
算
打
ち
合
わ
せ
会
議

町
長
日
誌

町
長
日
誌　
　
　
　

月
１２

農
業
用
免
税
軽
油
の
免
税
証
を
交
付
し
ま
す

農
業
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
及
び
田
植
機
等
に
使
用
す
る

軽
油
は
免
税
に
な
り
ま
す
。
免
税
軽
油
の
購
入
に
必
要
な
免
税
証
の

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
付
日

３
月
９
日
（
水
）、　

日
（
木
）

１０

◆
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

六
日
町
地
域
振
興
局
県
税
部

◆
申
請
の
時
に
持
参
す
る
も
の

　

昨
年
に
引
き
続
き
申
請
さ
れ
る
方

（１）・
免
税
軽
油
使
用
者
証
（
機
械
を
買
い
替
え
た
場
合
は
、
機
械
の
所
有

証
明
が
必
要
で
す
。）

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
が
証
明
す
る
も
の
。）

・
印
鑑
（
共
同
で
申
請
す
る
場
合
は
、
全
員
の
も
の
が
必
要
で
す
。）

　

今
年
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方

（２）・
機
械
の
所
有
証
明
（
販
売
店
等
が
証
明
す
る
も
の
。）

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
が
証
明
す
る
も
の
。）

・
印
鑑
（
共
同
で
申
請
す
る
場
合
は
、
全
員
の
も
の
が
必
要
で
す
。）

◆
申
請
手
数
料

免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交
付
申
請（
新
規
交
付
申
請
、更
新
交
付
申

請
、
亡
失
等
に
よ
る
再
交
付
申
請
）
を
行
う
場
合
は
、
手
数
料
の
納
付

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
手
数
料
の
額
…
４
０
０
円

・
手
数
料
の
納
付
方
法
…
新
潟
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付

◆
免
税
証
を
交
付
で
き
な
い
方

国
税
又
は
地
方
税
の
滞
納
処
分
を
受
け
、
そ
の
滞
納
処
分
の
日
か

ら
２
年
を
経
過
し
な
い
方
な
ど
に
は
免
税
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
先

六
日
町
地
域
振
興
局
県
税
部
課
税
課
（
軽
油
引
取
税
担
当
）

℡
７
７
２
・
２
６
６
３

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

道路除雪作業にご協力ください
○路上駐車をすると、除雪作業の妨げとなります。場合によっては除雪作業が後回しもしくは除雪が
出来なくなることがありますので、ご協力をお願いします。
○水路への投雪は絶対にしないでください。下流にて水害になることがあります。この場合、原因者
に復旧していただくことがあります。

建設課管理係　℡７８４－４８５２



湯
沢
町
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成　

・　

年
度
に
湯
沢
町
が

１７

１８

行
う
建
設
工
事
等
の
入
札
及
び
見

積
り
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
、
役
務
に
つ
い
て
も
同
時
に

受
け
付
け
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

２
月
１
日
（
火
）
〜　

日
（
月
）

２８

【
提
出
書
類
】

新
潟
県
様
式
に
準
ず
る

【
有
効
期
間
】

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１７

平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
財
政
係

℡
７
８
４
・
３
４
５
１

町
立
小
中
学
校
の

入
学
通
知
書
に
つ
い
て

平
成　

年
４
月
に
町
立
小
学

１７

校
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
と
な
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
は
、

１
月　

日（
金
）に
入
学
通
知
書
を

２８

発
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

入
学
ま
で
に
住
所
の
異
動
な
ど

が
あ
る
場
合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
】

学
校
教
育
課

℡
７
８
４
・
２
２
１
１

第
４
回
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

【
日
時
】

３
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）

【
会
場
】

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術

文
化
会
館

【
申
し
込
み
方
法
】

① 
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に

は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
を
記
入
し
、
郵
送
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。（
申
込
先
は
、

〒
９
５
１
‐
８
０
３
５　

新
潟

市
船
場
町
２
丁
目
３
４
２
３　

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
広
報

室
Ｐ
係
で
す
。）

②
公
募
人
数
は
、１，
４
０
０
人
で

す
。

③ 
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

④
当
選
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で

入
場
で
き
ま
す
。（
お
子
様
で
も

入
場
券
が
必
要
で
す
。）

【
応
募
期
間
】

2
月
4
日
（
金
）
必
着

 
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
募

受
付
は
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
広
報

室
℡
０
２
５
・
２
２
９
・
３
２
３
２

２
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

２
日
（
水
）

相
談
員　

井
熊　

秀
夫

　
　
　
　

杉
本　

芳
枝

９
日
（
水
）

相
談
員　

高
橋　

武
成

　
　
　
　

南
雲
ミ
ヨ
シ

　

日
（
水
）

１６

相
談
員　

橋
本　

秋
治

　
　
　
　

高
橋
ト
ミ
エ

　

日
（
水
）

２３
相
談
員　

高
橋　

武
成

　
　
　
　

杉
本　

芳
枝

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話
（
７
８
４
・
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。

２
月
の
行
政
相
談

　

日
（
木
）

１０午
後
１
時
〜
３
時

相
談
委
員　

高
橋　

昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

(12）広報ゆざわ　H１７．１．３０

２月 のけんこつ体操教室
【日程】

時間期日会場
１３：３０～１５：００３日○木 三俣地区館
１０：００～１１：３０１８日○金 ４日○金 神立中央集会場（田中）
９：３０～１１：００ ２２日○火 ８日○火 神立中央会館（栄町）
１０：００～１１：３０１６日○水 ２日○水 戸沢生活改善センター
１０：００～１１：３０１日○火 小坂公民館
１０：００～１１：３０１５日○火 滝之又会館
１０：００～１１：３０２２日○火 谷後集落センター

１０：００～１１：３０１４日○月 
２８日○月 

７日○月 
２１日○月 農山村開発総合センター

１０：００～１１：３０２日○水 松川生活改善センター
１０：００～１１：３０２３日○水 ９日○水 下湯沢公民館

１０：００～１１：３０１０日○木 
２４日○木 

３日○木 
１７日○木 総合福祉センター

※旭原振興センターと湯沢町公民館浅貝分館は、雪のため、２月
と３月は中止となりました。
◎タオル、飲み物を持ってきてください。
【参　加　費】　２００円（申し込みは不要）
【問い合わせ】　在宅介護支援センター　℡７８４－３０００

まちのうごきまちのうごき
（前年比）１月１日現在１２月届出分

（＋  6）4,369男4出生

（－ 58）4,481女6死亡

（－ 52）8,850計38転入

（＋ 36）3,197世帯31転出
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～ ２ 月 の 暦 ～～ ２ 月 の 暦 ～
※問い合わせ　住民課環境生活係�７８４－３４５３ご　み　収　集

三 国 ･ 三 俣土 樽 ･ 神 立湯 沢 西湯 沢 東出 し 方区 分
�・�・��・�・�（１１日休み）（注）のとおり。可 燃 ご み

９日・２３日１８日８日・２２日１０日・２４日
紐を十字にかける。

ダ ン ボ ー ル
２日４日１日３日紙 類 ・ 布 類
１６日２５日１５日１７日不燃ごみ指定袋に

入れる。
袋を二重にしない
こと。

ペ ッ ト ボ ト ル
４日２日・１６日３日・１７日１日・１５日空 き 缶
１８日９日１０日８日空 き び ん
２５日２３日２４日２２日その他の不燃ごみ

◎持参するもの：母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具
◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成１６年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内 �７８４－３１４９）予 防 接 種
会 場 ・ 時 間対 象種 類日

保健医療センター内
健康増進施設

 

１４：００～１５：００

生後３ヶ月以降４歳未満ツベルクリン反応検査１�

４歳未満のツベルクリン反応検査で陰性時
（１歳未満で受けることが望ましい）

B C G３�

１期：生後３～９０ヶ月の間に３～８週間の間隔で３回接種
１期追加：３回目接種後、おおむね１２～１８ヶ月おいて１回接種

三 種 混 合８�

生後１２～９０ヶ月の間に１回接種
（１歳を過ぎたらなるべく早く受けることが望ましい）

麻 し ん１５�

生後１２～９０ヶ月の間に１回接種
（原則は、麻しんを受けてから風しんを受けます。）

風 し ん２２�

※問い合わせ　保健センター（総合福祉センター内�７８４－３１４９）保 健 衛 生 行 事
会 場時 間対 象種 目日
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン１�
保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ２�
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン８�
保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ９�
総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００～１３:１５H１５．６月・７月生まれ１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診１０�
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン

１５� 総 合 福 祉 セ ン タ ー９:３０集合H１５.１１月・１２月生まれ
１ 歳 む し 歯 予 防 教 室

総 合 福 祉 セ ン タ ー１０:００集合H１６.１月・２月生まれ
保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ１６�
や す ら ぎ 荘１０:００～１５:００精神に障害をお持ちの方ふ れ あ い サ ロ ン２２�
保 健 医 療 セ ン タ ー１２:００～１６:００申込者リ ハ ビ リ２３�
総 合 福 祉 セ ン タ ー１３:００～１３:１５H１６．４月・１０月生まれ乳 児 健 診２４�
総 合 福 祉 セ ン タ ー１０:００～１２:００H１６．６～８月生まれ離 乳 食 教 室２５�

※市販の袋（４５㍑～９０㍑）や米袋などに「レジ袋専用シール」を貼ってごみを出すことは
ルール違反です。
※指定ごみ袋を使用してごみを出してください。

お願い
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※問い合わせ　日曜・祝日�休日救急診療所　℡７７３ － ６６８８

その他の日�魚沼消防本部　　℡ ７８２ － ９１１９

℡ ７８２ － １９９１
（テレホンガイド）

※脳神経外科の休日救急医療�斎藤記念病院　℡７７３－５１１１

２月の救急診療当番

外　　科内　　科受　付　時　間日
六 日 町 病 院�７８３－５５００中 山 医 院１２：００   ～  １８：００

５� 六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００
休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００

６� ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００
休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００

１１� 六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００
ゆきぐに大和総合病院�７８２－０１３０中 之 島 診 療 所１２：００   ～  １８：００

１２� ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００
休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００

１３� 六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００
六 日 町 病 院�７８２－０５２４荒 川 診 療 所１２：００   ～  １８：００

１９� 六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００
休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００

２０� ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００
ゆきぐに大和総合病院�７８２－００５６桑 原 内 科 医 院１２：００   ～  １８：００

２６� ゆきぐに大和総合病院�７７７－２１１１ゆきぐに大和総合病院１８：００～翌朝６：００
休 日 救 急 診 療 所�７７３－６６８８休 日 救 急 診 療 所 ９：００   ～  １６：００

２７� 六 日 町 病 院�７７２－７１１１六 日 町 病 院１８：００～翌朝６：００

●保健医療センターでは２４時間、救急患者を診療する体制をとっていて、当番にあたっていない日で
も対応しています。もし救急で受診されたい時は、まず保健医療センター（℡７８０－６５４３）までご連
絡ください。ホームページ（http://yuzawamed.jp/）で保健医療センターの利用等についてご覧いただ
けます。




